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山
高
校
庭
に
建
つ
山
中
・
山
女

の
校
門
で
す
。

両
校
の
伝
統
を
後
世
に
残
す
た

め
に
、
百
十
周
年
記
念
行
事
と
し

て
こ
の
石
の
門
を
活
か
し
た
花
壇

の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

輝
か
し
い
伝
統
を
重
ね
て 

︱
︱

山
高
創
立
百
十
周
年
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会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
、
１
９
９
９
年
山

高
創
立
百
周
年
を
皆
様
と
共
に
盛
大
に
お

祝
い
し
て
10
年
が
経
ち
ま
す
。
10
年
ひ
と

昔
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
歴
史
と
伝
統
を

次
の
１
０
０
年
に
つ
な
げ
る
た
め
の
節
目

と
し
て
、
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
記
念
事
業

の
詳
細
は
後
述
い
た
し
ま
す
が
、「
創
立

百
十
周
年
記
念
総
会
・
懇
親
会
」、「
山
中

寄
宿
舎
煙
突
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
立
」、

「
在
校
生
を
中
心
と
し
た
記
念
講
演
会
」
等

の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
実

行
委
員
会
も
組
織
さ
れ
活
動
を
始
め
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
の
活
動
は
会
員
皆
様
の

善
意
の
協
力
金
等
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
会
員
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
目
的
は
「
会
員
相
互
の
親
睦

と
母
校
に
対
す
る
支
援
」で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
目
的
の
た
め
の
創
立
百
十
周
年
記
念

事
業
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。
私
も
こ
の
伝
統
あ
る
宇

治
山
田
高
等
学
校
に
赴
任
し
て
、
四
年
が

経
ち
ま
し
た
。
赴
任
以
来
、
山
高
が
こ
の

地
域
の
高
等
学
校
の
雄
と
し
て
、
地
域
か

ら
益
々
の
信
頼
を
得
ら
れ
、「
名
門
山
高
」

の
復
活
を
期
し
て
、
学
校
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
山
高
の
目
指
す
学

校
像
と
し
て
、
そ
の
モ
デ
ル
を
イ
ギ
リ
ス

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
求
め
、
第
一

に
大
学
進
学
校
、
第
二
に
文
武
両
道
校
、

第
三
に
紳
士
、
淑
女
の
養
成
校
と
し
て
の

旗
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
努
め
ま
し
た
。

第
一
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
教
員
に
対
し

て
、
授
業
の
質
の
向
上
を
求
め
、
授
業
の

公
開
、
教
師
間
の
研
究
授
業
の
定
例
化
を

行
い
、
さ
ら
に
、
都
会
の
大
手
予
備
校
に

派
遣
し
、
授
業
方
法
の
研
修
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
受
け
入
れ
の
方
も
、
本
年
度
か

ら
学
習
意
欲
や
能
力
の
高
い
生
徒
の
獲
得

の
た
め
、
定
員
80
人
の
前
期
選
抜
試
験
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
ほ
ぼ
狙

い
ど
お
り
の
生
徒
に
入
学
い
た
だ
き
、
勉

学
の
み
な
ら
ず
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
先
導

的
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
影
響
で
学
年

全
体
、学
校
全
体
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
伊
勢
高
と
並
び
、
さ
ら
に
は
抜

き
去
る
山
高
で
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

第
二
に
つ
い
て
は
、
軟
式
野
球
、
陸
上

が
東
海
総
体
出
場
、
合
唱
が
二
つ
の
大
会

で
金
賞
、
写
真
も
最
優
秀
を
得
ま
し
た
。

他
の
ク
ラ
ブ
も
勉
強
と
両
立
を
さ
せ
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
硬
式
野
球
に
つ
い

て
は
、
近
い
将
来
、
甲
子
園
で
皆
様
と
一

緒
に
、
校
歌
を
歌
え
る
日
が
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

第
三
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
大
人

が
着
る
よ
う
な
濃
紺
の
ス
ー
ツ
の
制
服
を

制
定
し
、気
品
あ
る
身
だ
し
な
み
を
さ
せ
、

ま
た
上
着
の
裏
地
に
、
山
中
、
山
女
、
山

高
の
三
つ
の
校
章
を
縫
い
つ
け
、
山
高
生

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
よ
う
に
し
ま

し
た
。
こ
の
地
域
で
、
生
徒
指
導
面
に
お

い
て
、
一
番
落
ち
着
い
て
い
る
「
安
心
・

安
全
な
学
校
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
が
出
る

の
は
、
数
年
先
で
す
が
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

最
後
に
私
的
な
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、

私
も
今
年
度
で
定
年
を
迎
え
ま
す
。
山
高

復
活
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
赴
任
し
て
以

来
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
が
母
校

へ
の
思
い
が
大
変
強
く
、
物
心
両
面
で
学

校
を
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
や
全
国
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒

業
生
の
方
が
い
る
お
陰
で
、
学
校
経
営
が

ス
ム
ー
ス
に
運
ん
だ
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

し
た
。
改
め
て
山
高
の
同
窓
会
の
力
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
は
じ
め
、
東
京

支
部
、
名
古
屋
支
部
、
北
勢
支
部
、
大
阪

支
部
、
船
陵
会
、
松
南
会
な
ど
の
皆
様
に

山
高
同
窓
会
の
皆
様
へ

本
部
役
員

顧
問
・
校　

長	

荒
井　

順
治

顧
問
・
教　

頭	

増
田　

憲
一

顧
問
・
事
務
長	

工
藤　

好
洋

会

長	

池
田
六
太
郎　

高
19

副
会
長	

藤
原　

敏
夫　

中
49

副
会
長	

奥
村　

操
子　

昭
20

副
会
長	

野
田　

昌
和　

高
10

副
会
長	

牛
場
ま
り
子　

高
14

副
会
長	

橋
本　

久
俊　

高
17

理

事	

鈴
木　

芳
蔵　

中
35

理

事	

中
西　

衛
三　

中
36

理

事	

谷
崎　

健
治　

中
48

理

事	

北
川　

良
子　

昭
16

理

事	

中
沢　

純
子　

昭
23

理

事	

藤
原　

脩
二　

高
５

理

事	

金
児　
　

毅　

高
６

理

事	

井
村　

郁
子　

高
11

理

事	

寺
田　

直
喜　

高
14

理

事	

越
山　

初
生　

高
18

理

事	

田
岡　

貞
美　

高
19

理

事	

古
野　
　

潔　

高
20

理

事	

中
川　

正
美　

高
21

理

事	

南　
　

誠
一　

高
22

理

事	

安
田　

千
代　

高
23

理

事	

中
川　

卓
郎　

高
24

理

事	

羽
根　

一
幸　

高
26

学校長
荒井 順治

ご
あ
い
さ
つ

同窓会長
池田 六太郎
（山高19期）

同
窓
会
委
員

は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
常
に

母
校
の
こ
と
を
気
に
か
け
ら
れ
、
有
り
難

い
ご
助
言
等
を
頂
き
、
皆
様
と
知
り
合
え

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
思
い
出
が
多
く
で
き
ま
し
た
。
四

年
間
皆
様
方
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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理

事	

福
田　

洋
子　

高
27

理

事	

田
ケ
原
博
史　

高
28

理

事	

岩
崎　

良
文　

高
29

理

事	

稲
垣　
　

真　

高
30

理

事	

鳥
羽　

真
人　

高
32

理

事	

藤
村　

喜
成　

高
36

理

事	
藤
原　

信
一　

高
37

理

事	
山
下　

智
史　

高
41

理

事	
坂
田　
　

恵　

高
44

理

事	

石
川
雄
一
朗　

高
45

会

計	

上
之
郷
賢
二　

高
25

会
計
監
査	

中
村
美
代
子　

高
23

会
計
監
査	

奥
野　

幸
良　

高
30

事
務
局
長	

牧
田　
　

平　

高
21

事
務
局
次
長	

森
岡　

義
博　

高
30

事
務
局
次
長	

廣
山　

晶
彦　

高
32

幹

事	

竹
内　

幸
弘　

高
26

幹

事	

奥
山　

元
彦　

高
30

幹

事	

泉　
　

浩
之　

高
30

幹

事	

小
山　

澄
人　

高
32

幹

事	

西
根　

輝
男　

高
34

幹

事	

澤
田　

真
明　

高
35

幹

事	

中
西　

泰
徳　

高
36

幹

事	

浅
井　

裕
司　

高
38

幹

事	

永
木　

志
伸　

高
38

幹

事	

東
原　
　

清　

高
42

決 算 及 び 予 算
平成19年度決算	 平成20年度予算

支
部
役
員

東
京
支
部
支
部
長	

大
西　

章
夫　

高
９

　
　
　

事
務
局
長	

早
川　

仁
也　

高
10

円
１．第三銀行定期預金	 10,000,000
２．第三銀行定期預金	 4,000,000
３．百五銀行定期預金	 2,000,000
４．百五銀行普通預金（インターネット管理用）
	 0
５．百五銀行普通預金（協力金用）	 0
６．郵便局普通貯金	 1,651,766
７．百五銀行定期預金	 300,000
８．振替口座　00870-1-23118	 0
９．振替口座　00800-2-16973	 0
10．現　金	 0
　　合　計	 17,951,766

　（内別途積立金	 16,000,000）
　（次期繰越金	 1,951,766）

　百周年別途積立金
　　 　百五銀行定期預金	 3,700,000

監査報告
　平成19年度（Ｈ19.７.１〜Ｈ20.６.30）の会計につい
て監査を実施したところ、適正に処理されていること
を認めます。
　　　平成20年６月29日
　　　　　　会計監査　　中　村　美代子（高23期）
　　　　　　　　　　　　奥　野　幸　良（高30期）

財産目録

収入の部	 （単位：円）

項　目 本年度決算額 予算額 備　　　　考
前期繰越金 2,083,702 2,083,702
入 会 金 3,150,000 3,160,000 10,000円×315人
預 金 利 子 29,527 10,000
雑 収 入 225,500 250,000 親睦会会費、ＣＤ売上
協 力 金 2,415,484 2,300,000 会報発行協力金
別途積立金取崩額 300,000 300,000
合 計 8,204,213 8,103,702

収入の部	 （単位：円）

項　目 前年度決算額 予算額 備　　　　考
前期繰越金 2,83,702 1,951,766
入 会 金 3,150,000 3,130,000 10,000円×313人
預 金 利 子 29,527 10,000
雑 収 入 225,500 250,000 親睦会会費
協 力 金 2,415,484 2,300,000 会報発行協力金
別途積立金取崩 300,000 0
合 計 8,204,213 7,641,766

支出の部	 （単位：円）

項　目 本年度決算額 予算額 備　　　　考
総 会 費 735,669 800,000 パーティ経費・招待者案内状
会報発行費 2,817,885 2,900,000 印刷費、発送費
入 会 式 費 138,990 270,000 記念品代
会 議 費 272,984 300,000 役員会、委員会食事代等
支部・同期会費 330,630 500,000 支部・同期会助成
クラブ補助費 500,000 500,000 母校クラブへ
通 信 費 29,310 60,000
消 耗 費 38,204 80,000
旅 費 144,820 190,000 各支部総会出席
慶 弔 費 0 70,000
母校後援事業費 100,000 100,000
ホール管理費 300,000 300,000
インターネット管理費 353,955 360,000 通信代、利用料、ホームページ製作費
給 与 費 480,000 480,000
予 備 費 10,000 500,000 支出は会長の専決事項
次期繰越金 1,951,766 693,702
合 計 8,204,213 8,103,702

支出の部	 （単位：円）

項　目 前年度決算額 予算額 備　　　　考
総 会 費 735,669 800,000 パーティ・招待者案内状
会報発行費 2,817,885 2,900,000
入 会 式 費 138,990 140,000 記念品代
会 議 費 272,954 300,000 会議時食事代等
支部・同期会費 330,630 500,000 支部・同期会助成
クラブ補助費 500,000 500,000 母校クラブへ
通 信 費 29,310 60,000
消 耗 費 38,204 80,000 宛名シール他
旅 費 144,820 190,000 各支部総会出席
慶 弔 費 0 70,000
母校後援事業費 100,000 100,000
ホール管理費 300,000 300,000 プラチナホール管理費
インターネット管理費 353,955 60,000 通信代、利用料
給 与 費 480,000 480,000
予 備 費 10,000 500,000 支出は会長の専決事項
次期繰越金 1,951,766 661,766
合 計 8,204,213 7,641,766

大
阪
支
部
支
部
長	

岩
本　
　

忠　

高
９

名
古
屋
支
部

　
　
　

支
部
長	

石
丸　

典
生　

中
47

　
　
　

事
務
局
長	

齋
藤　

友
彦　

高
31

北
勢
支
部
支
部
長	

大
西　

和
雄　

高
10

　
　
　

事
務
局
長	

江
崎　

隆
夫　

高
13
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事
業
報
告
及
び
事
業
計
画

平
成
19
年
度
事
業
報
告

平
成
20
年
度
事
業
計
画

事
務
局
だ
よ
り

20
年
３
月
末
を
も
っ
て
同
窓
会
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
竹
内
宣
勝
先
生
（
数
学
、
高

30
）
が
度
会
養
護
学
校
へ
教
頭
と
し
て
、

木
村
敬
司
先
生
（
保
健
体
育
、
高
35
）
が

鳥
羽
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

名
古
屋
支
部
報
告

事
務
局
長　

齋
藤　

友
彦

東
京
支
部
総
会
＆
懇
親
会
は
６
月
８
日

（
日
）
東
京
港
区
芝
公
園
の
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
「
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
に

お
い
て
総
勢
１
９
６
名
が
集
い
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た
支
部
同
窓
生
に
よ

る
講
話
は
、
原
油
問
題
が
今
世
紀
最
大
の

世
界
的
関
心
事
で
あ
り
、
我
が
国
に
も
そ

の
動
向
次
第
で
景
気
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
石
油
事

情
に
詳
し
い
元
東
亜
燃
料
株
式
会
社
常
務

取
締
役
で
前
支
部
長
の
東
倉
康
二
さ
ん

（
５
期
）
を
お
迎
え
し
て
『
最
近
の
石
油
事

情
』と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

業
界
団
体
等
か
ら
関
心
の
あ
り
そ
う
な

資
料
を
事
前
に
収
集
整
理
さ
れ
プ
レ
ゼ
ン

用
ソ
フ
ト
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ　

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
で

編
集
さ
れ
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
の
講

話
、
特
に
原
油
問
題
の
核
心
部
分
と
な
り

ま
す
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
つ
い
て
は
わ
か
り

や
す
く
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

40
分
と
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
し
た
が

的
確
か
つ
明
快
な
お
話
し
で
し
た
。
お
集

ま
り
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
価
値
あ
る
情
報

の
収
集
と
な
り
「
こ
れ
ぞ
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
山
高
」
を
実
感
さ
れ
ご
満
足
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

続
い
て
定
時
総
会
に
入
り
、事
業
報
告
、

会
計
報
告
な
ど
の
後
、
満
場
一
致
で
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
６
月
７
日
（
日
）
午
後
12
時

（
受
付
開
始
11
時
）
前
出
の
東
京
・
港
区

芝
公
園「
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」の
同
会

場
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
費
は
１
万
円

※
案
内
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
誘

い
合
わ
せ
で
ご
参
加
下
さ
い
。

連
絡
先　

０
４
８
‐
７
３
４
‐
１
３
１
２

東
京
支
部
事
務
局
長　

早
川
仁
也

お
雛
祭
り
茶
会

平
成
21
年
３
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時

よ
り
今
年
も
山
女
の
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
お
雛
さ
ん
を
眺
め
、
後
輩

の
茶
道
部
員
の
お
点
前
に
よ
り
お
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
立
札
に
て
た
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
松
南
会
に
限
り
ま

せ
ん
の
で
是
非
と
も
皆
様
ご
参
加
下
さ
い
。

東
京
支
部
総
会
盛
大
に
開
催

事
務
局
長　

早
川　

仁
也

平
成
19
年

７
月
６
日　

正
副
会
長
会
議

７
月
11
日　

役
員
会

（
総
会
提
出
議
題
に
つ
い
て
）

７
月
20
日　

総
務
委
員
会

７
月
21
日　

教
育
講
演
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
）

７
月
31
日　

情
報
委
員
会

８
月
12
日　

総
会

９
月
10
日　

情
報
委
員
会

10
月
４
日　

情
報
委
員
会

10
月
22
日　

総
務
委
員
会

10
月
28
日　

大
阪
支
部
総
会

11
月
２
日　

会
報
委
員
会

11
月
５
日　

松
南
会
総
会

11
月
６
日　

情
報
委
員
会

12
月
17
日　

情
報
委
員
会

平
成
20
年

１
月
18
日　

会
報
委
員
会

１
月
25
日　

情
報
委
員
会

２
月
１
日　

正
副
会
長
会
議

２
月
23
日　

会
報
発
送
作
業

３
月
１
日　

同
窓
会
入
会
式
（
卒
業
式
直

後
）

３
月
８
日　

雛
祭
り
お
茶
会

５
月
22
日　

情
報
委
員
会

６
月
８
日　

東
京
支
部
総
会

６
月
29
日　

会
計
監
査

平
成
20
年

７
月
８
日　

正
副
会
長
会
議

７
月
11
日　

役
員
会

（
総
会
提
出
議
題
に
つ
い
て
）

７
月
25
日　

総
務
委
員
会

８
月
10
日　

定
期
総
会

10
月
19
日　

北
勢
支
部
総
会

11
月
５
日　

松
南
会
総
会

平
成
21
年

２
月

　

正
副
会
長
会
議

３
月
１
日　

同
窓
会
入
会
式
（
卒
業
式
直

後
）

３
月
１
日　

会
報
発
行
（
予
定
）

４
月
19
日　

名
古
屋
支
部
総
会

４
月
19
日　

総
務
委
員
会

６
月
７
日　

東
京
支
部
総
会

※
本
会
運
営
の
た
め
に
正
副
会
長
会
議
な

ど
を
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

※
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
は
本
部

よ
り
出
席
し
ま
す
。

名
古
屋
支
部
の
総
会
は
隔
年
開
催
で
今

年
は
そ
の
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
15
回
山
高
同
窓
会
名
古
屋
支
部
の
総

会
と
懇
親
会
を
左
記
の
よ
う
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

平
成
21
年
４
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時　

受
付
開
始

午
前
11
時　

総
会
開
始
、
そ

　
　
　
　
　

の
後
、
懇
親
会

場　

所　

名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル

　
　
　
　
（
℡
０
５
２‐９
６
１‐３
１
１
１
）

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
開
催
日
時
の
連
絡

と
出
欠
の
確
認
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。ま

た
、案
内
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。県
内
、

県
外
遠
方
よ
り
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で

す
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
が
会
員
各
位
の
ご
理
解
を
頂
け

る
よ
う
に
ご
支
援
・
ご
指
導
を
頂
き
、
ま

す
ま
す
隆
盛
し
皆
様
に
喜
ば
れ
る
会
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

共
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
在
、
定
期
的
に
会
合
を
も
ち
、
第
15

回
総
会
の
準
備
に
、
事
務
局
一
同
努
力
を

し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

＊　

愛
知
県
・
岐
阜
県
在
住
の
山
高
卒
業

生
で
お
時
間
の
あ
る
方
は
、
是
非
事
務

局
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
の
で
、
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大
阪
支
部
よ
り
支
部
活
動
紹
介

支
部
長　

岩
本　
　

忠

北
勢
支
部事

務
局
長　

江
崎　

隆
夫

松　

南　

会

湊　
　

キ 

ミ

第
９
回
北
勢
支
部
総
会
及
び
懇
親
会
を

平
成
20
年
10
月
19
日
（
日
）
に
四
日
市
シ

テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
会
会
長
の
池
田
六
太
郎
氏
を
は
じ
め
、

荒
井
学
校
長
、
同
窓
会
本
部
、
東
京
、
大

阪
、
名
古
屋
の
各
支
部
よ
り
多
く
の
役
員

の
皆
様
の
参
加
を
得
て
、
楽
し
く
盛
大
に

長
い
伝
統
の
あ
る
松
南
会
で
す
が
、
市

内
の
神
宮
会
館
で
11
月
４
日
ま
た
は
５
日

と
い
う
決
っ
た
日
に
総
会
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
今
年
は
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
人

数
の
減
少
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
が

そ
れ
で
も
今
年
も
１
２
０
名
と
昨
年
と
変

わ
ら
な
い
方
々
が
元
気
な
顔
を
み
せ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
今
年
は
み
ん
な
で
楽
し
む

企
画
を
考
え
て
、
山
高
８
期
卒
の
西
山
嘉

代
子
さ
ん
を
迎
え
、
美
し
い
声
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
「
紅
葉
」「
荒

城
の
月
」
を
歌
い
ま
し
た
。
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
流
れ
て
、
い
か
に
も
旧
制
女
学

校
の
卒
業
生
ら
し
い
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

御
一
緒
に
お
つ
き
あ
い

下
さ
っ
た
池
田
同
窓
会

長
、
牛
場
副
会
長
、
荒

井
校
長
先
生
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

通　

信　

欄

山
中
45
期
同
窓
会
（
最
終
回
）

浅
野　
　
　

修

平
成
20
年
11
月
11
日
～
12
日
、
伊
勢
市

佐
八
町
「
千
の
杜
」（
前
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

伊
勢
）
で
開
催
、
出
席
者
15
名
。
昭
和
62

年
３
月
発
足
以
降
20
余
年
を
経
過
し
、
今

回
で
通
算
12
回
の
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
が
82
歳
を
超
え
る
高
齢
化
と
、
そ

れ
に
伴
う
体
調
不
良
な
ど
、
年
々
出
席
者

が
減
少
す
る
と
い
う
現
状
を
ふ
ま
え
、
今

回
を
も
っ
て
同
窓
会
を
解
散
す
る
こ
と

を
、総
会
に
お
い
て
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

懇
親
会
の
席
上
、
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り

が
、
戦
時
下
の
厳
し
く
も
、
今
と
な
っ
て

は
む
し
ろ
楽
し
く
な
っ
た
在
校
時
の
想
い

出
や
、
今
後
余
生
の
過
ご
し
方
な
ど
を
、

ス
ピ
ー
チ
し
て
頂
き
、
感
銘
深
い
一
刻
と

な
り
ま
し
た
。

翌
12
日
は
、
旧
宇
治
山
田
中
学
校
跡
地

無
事
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、

公
演
と
し
て
合
唱
団
プ
ラ
チ
ナ
２
０
０
０

（
30
人
）
の
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、

全
員
聞
き
ほ
れ
、
指
揮
者
で
恩
師
の
小
山

喜
雄
先
生
よ
り
、
ご
参
集
の
み
な
さ
ま
の

素
晴
ら
し
い
音
楽
を
聴
く
姿
勢
？
に
対
し

お
褒
め
を
頂
き
、
最
後
は
全
員
で
“
ふ
る

さ
と
”
の
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。
大
変

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
合
唱
団
プ
ラ
チ
ナ
２
０
０
０
の
方
々
の

手
弁
当
で
の
ご
支
援
、
協
力
に
よ
り
出
来

た
こ
と
で
し
た
。
改
め
て
紙
面
を
お
借
り

し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。参
加
費
を
下
げ
、

季
節
も
春
よ
り
秋
に
変
更
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
も
若
い
方
た
ち
の
参
加
が
少
な

か
っ
た
事
は
残
念
な
結
果
で
し
た
。
し
か

し
今
回
初
め
て
の
参
加
の
方
よ
り
『
楽
し

か
っ
た
、
次
回
も
必
ず
参
加
し
ま
す
。
次

回
は
是
非
』
と
の
お
返
事
の
ハ
ガ
キ
も
頂

ま
し
た
。
開
催
時
だ
け
で
な
く
、
日
々
の

チ
ャ
ン
ス
あ
る
た
び
に
同
窓
会
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
又
支
部
幹
事
の
、
世

代
交
代
も
考
慮
し
参
加
者
が
増
え
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
手
作
り
で
先

輩
、
後
輩
が
仲
良
く
た
の
し
く
運
営
し
て

い
る
北
勢
支
部
で
す
。
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
次
回
第
10
回
の
開
催

は
平
成
22
年
と
な
り
ま
す
。

事
務
局
ま
で
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

連
絡
先　

０
９
０
‐
２
３
４
８
‐
１
６
９
１

名
古
屋
支
部
事
務
局
長　

齋
藤
友
彦
ま

で大
阪
支
部
は
、
今
秋
、
隔
年
恒
例
の
支

部
総
会
（
第
15
回
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
チ
ェ
イ
ン
ジ
の
年
と
し
て
、

前
回
に
見
ら
れ
ま
し
た
若
い
世
代
の
一
層

の
参
加
を
え
て
、
会
の
若
返
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
会
場
・
期
日
な
ど
は
こ
れ
か

ら
決
め
て
ゆ
き
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
、
大
阪
三
重
県
人
会
あ

る
い
は
近
隣
高
校
同
窓
会
な
ど
と
の
交
流

が
あ
り
、
さ
ら
な
る
活
動
の
広
が
り
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
は
本
来
、
地
縁

と
時
縁
に
結
ば
れ
た
人
々
の
集
ま
り
で
す
。

そ
れ
を
基
に
暖
か
い
信
頼
の
輪
を
広
げ
て
、

わ
が
母
校
の
長
い
歴
史
の
脈
絡
を
享
受
し

ま
し
ょ
う
。

支
部
連
絡
先
は
、千
里
山
の
鈴
木
歯
科
：

０
６
‐
６
３
８
６
‐
８
０
１
１
（
事
務
会
計

担
当
鈴
木
一
暢
：
９
期
）
方
で
す
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
是
非
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

「
小
川
修
次
先
輩
を
偲
ぶ
会
」の
報
告

名
古
屋
支
部
事
務
局
長　

齋
藤　

友
彦

昨
年
11
月
29
日
に
名
古
屋
市
中
村
区
の

名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
小
川
修
次
先

輩
を
偲
ぶ
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

本
部
、
各
支
部
の
皆
様
方
に
も
遠
方
よ

り
た
く
さ
ん
ご
参
加
頂
き
、
参
加
者
も
40

名
を
超
え
る
人
数
と
な
り
、
心
温
ま
る
偲

ぶ
会
と
な
り
ま
し
た
。

名
古
屋
支
部
の
発
足
者
で
も
あ
り
、
長

年
、
支
部
長
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
山
高
１

０
０
周
年
記
念
行
事
の
実
行
委
員
長
と
し

て
の
ご
活
躍
、中
部
財
界
で
の
ご
活
躍
等
、

そ
の
時
々
を
偲
ぶ
ス
ピ
ー
チ
を
た
く
さ
ん

の
方
々
よ
り
頂
き
ま

し
た
。
一
緒
に
活
動

さ
れ
て
い
た
方
々
の

お
話
か
ら
は
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
小

川
先
輩
の
お
姿
が
思

い
浮
か
べ
ら
れ
ま
し

た
。至

ら
ぬ
こ
と
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
偲
ぶ
会
を

無
事
終
え
さ
せ
て
頂

け
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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東
京
・
二
期
会
２
０
０
８
年
総
会

齋
藤　
　

裕

山
女
23
期 

み
な
つ
き
会

中
沢　

純
子
（
旧
姓 

宇
野
）

毎
年
一
回
、
学
年
同
窓
会
と
し
て
続
け

て
い
ま
す
。皆
様
よ
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

80
歳
ま
で
は
続
け
よ
う
ね
、
と
が
ん
ば
っ

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
余
す
と
こ

ろ
あ
と
二
回
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
会
場
を
松
阪
の
方
に
お
願
い
致

し
ま
し
た
。
思
い
出
の
あ
る
“
み
な
つ
き

会
”
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非

お
い
で
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

山
高
１
期
最
終
同
窓
会
報
告

藤
原　

敏
夫

日　

時　

平
成
20
年
９
月
９
日

場　

所　

鳥
羽
市
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル汐

路
亭

参
加
者　

40
名

全
員
喜
寿
を
迎
え
、
事
務
局
も
責
任

も
っ
て
事
務
を
遂
行
で
き
か
ね
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
む
な
く
同
期

山
中
47
期
同
窓
会　

富
内　

雄
二

先
日
の
傘
寿
記
念
同
窓
会
に
ご
参
加
頂

き
ま
し
て
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

お
蔭
様
で
賑

や
か
に
約
65
年

昔
に
戻
り
15
～

６
歳
の
気
分
で

お
喋
り
が
出
来

ま
し
た
。
７
月

早
々
墨
痕
鮮
や

か
な
名
文
句
の

案
内
状
が
届
き

浮
き
浮
き
気
分

で
出
掛
け
て
ま

山
女
昭
和
20
年
卒

奥
村　

操
子

08
年
11
月
19
～
20
日
、
山
梨
県
河
口
湖

の
「
富
士
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
に
38
人
（
男

性
17
・
女
性
21
）
の
同
期
生
が
集
ま
り
、

35
回
目
の
総
会
を
開
き
ま
し
た
。「
お
蔭

で
富
士
山
を
一
生
分
見
せ
て
も
ら
っ
た
」

と
、
北
は
北
海
道
・
恵
庭
市
、
盛
岡
市
、

西
は
京
阪
神
や
中
京
、
伊
勢
と
、
遠
方
か

ら
の
参
加
者
が
大
感
激
し
て
く
れ
た
よ
う

に
、
二
日
に
わ
た
っ
て
雲
一
つ
無
い
富
士

山
と
ま
っ
盛
り
の
紅
葉
を
満
喫
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。　

今
回
同
ホ
テ
ル
を
会
場
に
し
た
の
は
、

支
配
人
の
山
本
幸
弘
君
が
山
高
の
後
輩

（
24
期
）
と
い
う
ご
縁
か
ら
で
す
。
同
窓

の
有
難
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
山
本
君
に

は
た
だ
深
謝
々
々
で
す
。

私
た
ち
の
「
東
京
・
二
期
会
」
は
、
72

年
の
秋
に
大
田
脩
生
君
（
08
年
春
瑞
宝
双

光
章
受
勲
）
と
故
・
井
端
ふ
さ
さ
ん
が
立

ち
上
げ
て
以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
参
加
者
は
延
べ
１
５
０
０
人
を
数
え

ま
す
。山
高
の
数
あ
る
同
期
会
の
中
で
も
、

開
催
回
数
と
参
加
者
数
で
は
断
ト
ツ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

見
か
け
は
す
こ
ぶ
る
元
気
な
仲
間
で
す

が
、
三
月
末
に
は
全
員
が
喜
寿
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
三
月
末
か
四
月
初
め
に
、
同

期
の
松
岡
以
久
さ
ん
が
神
職
を
勤
め
る
愛

宕
神
社
に
参
集
、
全
員
の
健
康
と
会
の
継

続
を
祈
願
す
る
神
事
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
目
標
は
40
回
目
の
総
会
を
盛
大

に
開
く
こ
と
。最
後
の
二
人
に
な
る
ま
で
、

や
、
現
宇
治
山
田
高
等
学
校
に
残
る
旧
校

門
石
柱
な
ど
を
見
学
し
、
一
層
思
い
出
を

深
め
つ
つ
、
正
午
、
近
鉄
宇
治
山
田
駅
前

で
解
散
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
お
互
い
近
況
交
換
な
ど
し
な

が
ら
、
で
き
る
限
り
顔
合
わ
せ
で
き
る
機

会
を
作
り
合
う
こ
と
を
約
束
し
な
が
ら
。

い
り
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
が
大
勢

（
55
名
）
に
な
っ
た
事
は
幹
事
諸
兄
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又

あ
の
素
晴
ら
し
い
案
内
状
（
チ
ョ
ッ
ト
大

袈
裟
）
が
今
回
の
集
客
？
に
大
い
に
役

立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

出
席
者
は
皆
さ
ん
元
気
で
80
の
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
人
ば
か
り
で
し
た
が
、
欠

席
通
知
を
見
て
み
る
と
現
在
入
院
中
・
通

院
療
養
中
・
体
調
不
良
を
一
番
多
く
見
か

け
ま
し
た
。
健
康
で
何
処
へ
で
も
出
掛
け

ら
れ
る
自
分
の
身
体
に
感
謝
し
今
後
も
大

事
に
し
な
け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

三
重
県
宇
治
山
田
高
等
女
学
校
、
昭
和

20
年
卒
業
生
の
学
年
同
窓
会
を
、
11
月
５

日
に
開
催
。
卒
業
生
３
２
３
名
中
、
物
故

者
な
ど
60
名
余
。
参
加
者
は
39
名
（
宿
泊

20
名
）。
最
近
は
遠
方
か
ら
の
参
加
が
減

少
し
、
東
京
・
大
阪
な
ど
は
、
各
地
区
で

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て

名
前
が
思
い
出
せ
な
く
て
も
、
話
を
し
て

い
る
と
女
学
生
時
代
の
面
影
が
浮
ん
で
、

戦
時
中
、
苦
楽
を
共
に
し
た
思
い
出
話
な

ど
で
、
も
り
上
が
り
ま
し
た
。

米
寿
を
迎
え
て

山
女
昭
和
11
年
卒　

山
村　

ふ
さ

わ
た
し
た

ち
は
こ
と
し

米
寿
（
八
十

八
才
）
を
迎

え
ま
し
た
。

こ
ん
な
短

歌
を
つ
く
り

色
紙
を
生
存

者
に
贈
り
、

米
寿
を
祝
福
し
あ
い
ま
し
た
。

早
速
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
電
話
を
か
け

て
く
る
人
、
ゆ
っ
く
り
と
手
紙
を
送
っ
て

く
る
人
、
な
ん
の
返
答
も
な
い
人
か
ら
は

や
が
て
息
子
や
娘
か
ら
電
話
が
か
か
っ
た

り
、
認
知
症
の
妻
を
心
か
ら
い
た
わ
る
夫

か
ら
の
た
よ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

戦
中
戦
後
を
し
ぶ
と
く
生
き
て
き
た
大

正
生
ま
れ
の
私
た
ち
は
い
ま
後
期
高
齢
者

の
ラ
ン
ク
に
入
れ
ら
れ
政
府
の
冷
た
い
仕

打
ち
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ん
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
年
ま
で

生
き
て
き
た
こ
と
を
な
に
よ
り
の
誇
り
と

生
全
員
を
対
象
と
す
る
同
窓
会
は
、
今
回

を
も
っ
て
最
終
回
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
お
許
し
下
さ
い
。

し
「
す
こ
や
か
に
美
し
く
老
い
る
」
人
生

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
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山
高
６
期
同
窓
会

山
本　

行
雄

山
高
６
期
の
同
窓
会
は
20
年
６
月
16
・

17
日
、
鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。『
日
残
リ
テ
昏
ル
ル
ニ
未
ダ

遠
シ
』
を
合
言
葉
に
69
人
の
若
者
が
集
い

ま
し
た
。
４
時
の
写
真
撮
影
に
始
り
、
宴

会
場
で
は
、
ま
ず
司
会
の
安
藤
正
郎
君
か

ら
、
前
回
か
ら
の
物
故
者
の
名
前
を
読
み

上
げ
ら
れ
黙
祷
を
さ
さ
げ
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。
世
話
人
代
表
の
木
村
政
生
君
、
遠

来
参
加
代
表
の
山
本
英
親
君
の
挨
拶
、
乾

杯
を
う
け
食
事
と
交
流
の
場
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
最
後
は
プ
ラ
チ
ナ
校
歌
の
斉

山
高
11
期
生

　

卒
業
50
周
年
を
記
念
し
て

11
期
生　

井
村　

郁
子

山
高
17
期
活
動
報
告濱

村　

俊
雄

山
高
18
期

越
山　

初
生

18
期
は
、
卒
業
後
20
年
の
節
目
に
あ
た

る
昭
和
61
年
２
月
、
第
１
回
「
山
高
18
期

の
集
い
」
の
開
催
を
機
に
、
多
く
の
賛
同

を
得
て
、同
期
生
に
よ
る
「
山
高
高
倉
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
会
則
を
定
め
、
会
費

に
よ
っ
て
す
べ
て
の
運
営
を
行
い
、
年
一

回
の
会
報
の
発
行
を
主
に
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
会
報
は
相
互
の
親
睦
を
計
る

こ
と
を
第
一
に
、
会
員
の
近
況
報
告
の
投

稿
に
大
部
分
を
さ
き
、
親
し
み
や
す
い
紙

面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、
一
年
も
欠

か
す
こ
と
な
く
、
昨
年
、
第
二
十
二
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
18
期
生

宇
治
山
田
高
校
24
期
同
窓
会
開
催

中
川　

卓
郎

卒
業
し
て
か
ら
、
37
年
振
り
に
24
期
同

窓
会
を
21
年
1
月
2
日
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
約
１
２
０
名
の
参

加
を
得
て
、
同
期
生
の
約
三
分
の
一
が
参

加
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
、
同
級

生
に
会
い
た
い
気
持
ち
が
高
か
っ
た
も
の

と
見
え
ま
す
。

当
日
は
、
天
気
も
よ
く
11
時
か
ら
の
開

山
高
４
期
同
窓
会
（
天
麓
会
）

坂
井　

茂
郎

唱
し
、
４
時
間
に
及

ん
だ
旧
交
を
暖
め
る

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
次
回
は
４
年

毎
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
の
開
催
を
改
め
、

第
62
回
式
年
遷
宮
が

挙
行
さ
れ
る
記
念
の

年
、
平
成
25
年
夏
と

満
場
一
致
で
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
遷
宮
行

事
へ
の
参
加
な
ど

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
に
お
待
ち
下

さ
い
。

昨
年
11
月
、
伊
勢
市
内
に
て
同
窓
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
レ
グ
ダ
ン
ス

の
発
表
、
参
加
者
全
員
62
名
で
の
合
唱
等

で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
又
、
関
東
、
関
西
地
区
で
の
同

期
会
活
動
も
活
発
の
よ
う
で
す
。
関
西
で

は
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
５
月
23
日

（
土
）
に
同
期
生
の
集
い
を
開
催
す
る
予

定
で
、飛
び
入
り
も
大
歓
迎
だ
そ
う
で
す
。

今
後
も
益
々
、
同
窓
生
の
輪
が
広
が
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
７
月
６
日
、
卒
業
57
周
年
記

念
同
窓
会
を
ホ
テ
ル
鳥
羽
小
涌
園
で
恩
師

西
山
辰
雄
先
生
を
含
む
87
名
の
出
席
者
に

て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

昭
和
49
年
よ
り
２
年
毎
に
開
催
し
て
き

た
写
真
パ
ネ
ル
を
貼
り
出
し
、
母
校
よ
り

借
用
の
特
大
校
旗
の
前
で
校
歌
大
合
唱
、

天
麓
会
の
灯
よ
永
遠
に
消
え
ず
と
の
声
に

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

40
年
の
長
き
に
渡
り
事
務
局
と
し
て
お

世
話
下
さ
っ
た
外
山
芳
明
君
に
感
謝
、
更

に
最
後
の
一
人
に
な
る
ま
で
同
窓
会
行
事

を
持
つ
意
気
込
み
を
世
話
人
に
て
開
催
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
新
春
祝
賀
新
年
会
開
催

１
月
15
日　

於　

伊
勢
国
際
ホ
テ
ル
、

祝
喜
寿
記
念
旅
行
（
秋
）
を
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。（
世
話
人
一
同
）

の
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
昨
年
二
月
に
は
、
還
暦
を
記
念
し

て
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
泊

り
で
と
い
う
声
も
多
く
、
会
場
は
神
宮
会

館
を
準
備
し
、
恩
師
６
名
を
含
み
、
参
加

者
１
４
０
名
、
遠
く
は
福
岡
か
ら
も
駆
け

つ
け
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。小
山
先
生
の
指
揮
で
校
歌
合
唱
、

青
春
時
代
に
か
え
り
、
友
情
を
深
め
た
ひ

と
と
き
で
し
た
。
泊
り
の
人
は
、
翌
朝
、

神
宮
へ
早
朝
参
拝
、お
神
楽
を
あ
げ
、清
々

し
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
同
期
生
の
有
志
に
よ
り

左
記
の
案
内
の
よ
う
に
、
花
見
を
企
画
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
見
の
お
さ
そ
い

第
３
回
目
の
お
花
見
を
左
記
の
通
り
開

き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

平
成
21
年
４
月
４
日
（
土
）

〈
雨
天
順
延
〉

午
前
10
時
30
分　

現
地
集
合

場　

所　

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン

二
見
浦
料
金
所
前

会　

費　

２
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

問
い
合
わ
せ
先　

長
谷
川　

清

０
９
０
‐
１
４
１
９
‐
１
２
３
７

11
月
19
・
20

日
、
鳥
羽
シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル

に
て
11
期
同
窓

会
を
開
き
ま
し

た
。
全
員
が
女

性
と
い
う
学
年

だ
け
に
参
加
者

が
少
な
い
の
で

は
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
な
ん

と
３
２
０
名
中

１
２
１
名
も
の

参
加
が
あ
り
大

盛
会
で
し
た
。

懐
か
し
い
顔
、

山
高
時
代
の
面

影
を
見
出
し
喜

び
と
笑
い
が
渦
巻
き
、
最
後
に
心
一
つ
に

な
り
全
員
が
輪
に
な
り
伊
勢
音
頭
を
踊
り
、

校
歌
を
唱
い
幕
を
と
じ
ま
し
た
。
企
画
の

良
さ
も
あ
っ
て
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
だ
っ

た
と
絶
賛
と
感
謝
の
声
が
多
く
次
会
の
同

窓
会
を
熱
望
す
る
満
足
の
ゆ
く
同
窓
会
で

し
た
。

こ
の
会
を
継
続
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
果

し
て
ど
う
な
り
ま
す
こ
と
や
ら
ー
。
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High school Life 2008～2009

◆クラスマッチ

◆合唱祭

◆三年に一度の
　『大山高祭』

ふだんの山高祭
よりも一日長く、
準備や当日の出
しものにも熱が
入ります。

◆体育祭

◆ハイスクールライフの
ひとコマ◆
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大
学
入
試
状
況

本
校
の
08
年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
国
公
立
に
お
い
て
は
47
名
が
合

格
し
ま
し
た
。
と
く
に
現
役
の
合
格
者
数

は
07
年
度
に
比
べ
＋
12
人
と
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
立
大
学
で
も
早

稲
田
大
学
に
６
名
、
関
関
同
立
に
計
45
名

が
合
格
す
る
な
ど
、
有
名
難
関
校
に
合
格

者
が
多
数
出
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
度
の
入
試
状
況
で
す
が
、

全
国
で
の
セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
者
数
は
５

４
３
，
９
７
９
人
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
に
比
べ
５
，
９
１
３
人
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
学
部
別
に
見
て
み
ま

す
と
「
経
済
系
」
の
人
気
は
昨
年
度
と
変

わ
ら
ず
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
「
理
学

系
」「
農
学
系
」
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
結
果
や
人
気
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
工
学
系
」
に

回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
、「
教
育
系
」、「
医

療
系
」
は
全
国
的
に
は
減
少
の
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
。

２
０
０
８
年
度
入
試
の
報
告
と

２
０
０
９
年
度
入
試
の
状
況

進
路
指
導
部

推
薦
入
試
、セ
ン
タ
ー
試
験
が
終
わ
り
、

今
が
入
試
本
番
で
す
。
本
校
で
も
、
本
年

度
は
Ａ
Ｏ
入
試
、
推
薦
入
試
だ
け
で
す
で

に
国
公
立
大
学
に
22
名
が
合
格
し
て
い
ま

す
（
う
ち
三
重
大
学
10
名
）。
今
後
も
国

公
立
大
学
後
期
試
験
ま
で
山
高
生
の
ね
ば

り
強
さ
を
発
揮
し
、
好
結
果
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
20
年
３
月
卒
業
生
の

入
試
状
況
か
ら
）

平成20年３月卒業生入試状況
国立大学

富山 2
金沢 1
静岡 2
三重 17
鳥取 1
九州工業 1

計 24

公立大学
首都大学東京 1
福井県立 2
都留文科 2
岐阜県立看護 1
静岡県立 1
愛知県立 1
名古屋市立 3
三重県立看護 4
滋賀県立 1
大阪市立 1
神戸市外国語 1
兵庫県立 1
下関市立 1

計 20

私立大学
杏林 1
國學院 1
国士舘 1
駒澤 2
実践女子 1
創価 3
帝京 1
東海 1
東京経済 1
東京理科 3
東洋 3
日本 2
法政 2
早稲田 3

私立大学
金沢工業 1
福井工業 1
中部学院 1
静岡産業 1
日本赤十字豊田 3
星城 1
名古屋学芸 6
愛知 3
愛知学院 3
愛知医科 1
愛知工業 6
愛知淑徳 4
金城学院 2
大同工業 4
中京 27
中京女子 1
中部 12
名古屋学院 4
名古屋経済 3
名古屋芸術 1
名古屋商科 4
名古屋女子 2
藤田保健衛生 4
南山 6
日本福祉 9
名城 13
皇學館 48
鈴鹿医療科学 23
三重中京 3
四日市 1
四日市看護医療 2
大谷 2
京都外国語 2
京都産業 6
京都学園 1
京都女子 3
京都精華 1
京都薬科 1
同志社 1

私立大学
同志社女子 1
佛教 4
立命館 16
龍谷 14
京都文教 1
大阪学院 1
大阪経済法科 1
大阪芸術 1
大阪工業 1
大阪産業 8
大阪電気通信 1
大阪薬科 1
大阪大谷 1
追手門学院 2
関西 8
関西外国語 11
近畿 29
四天王寺 2
摂南 1
藍野 1
桃山学院 8
関西福祉科学 1
甲南 1
甲南女子 1
神戸学院 2
神戸女子 4
神戸薬科 2
姫路獨協 1
武庫川女子 2
奈良 1
岡山理科 3
倉敷芸術科学 1

計 375

短期大学
三重短大 18
大垣女子短 1
名古屋学芸短 1
愛知学泉短 1

短期大学
名古屋文理短 2
中日本自動車短 1
名古屋女子大短 5
南山短 1
愛知みずほ短 1
高田短大 7
三重中京大短大 3
池坊短大 1
京都女子短 1
大阪音楽大短 1
大阪薫英女子短 1
大阪成蹊短 2
関西女子短 1
大阪国際大短 1
プール学院大短 1
神戸女子短大 1
湊川短 1
川崎医療短 1

計 57

各種専門学校
愛知県立総合 1
東名古屋病院 1
中部労災看護 1
伊勢保健衛生 3
三重県立公衆 2
三重中央医療セ 8
ユマニテク医療 4
津看護 1
松阪看護 2
大阪医療大付属 1
関西医療技術 1
三重看護 1

その他 24
計 50
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同窓会では、将来の同窓会文庫開設のために、卒業生の方々の出版されました書物等を寄贈していただき
ますよう、機会あるごとにお願いしております。今後ともよろしくお願いいたします。

献本リスト
献 本 者 名 書　　　　　　　　　　名

大西　規子様（山高11期） ・詩集「ときの雫	ときの錘」

中西　静子様（山高12期） ・「いろ葉」　長嶋喜美子著（山高12期）

平川　賢爾様（山高７期） ・ドイツ高速鉄道脱線事故の真相

真弓多喜代様（山高７期） ・私の宝もの　－描きつづけて七十余年－
　「ほめられて　描く気になって」

増井　紀子様（山高11期） ・三重の古文化93

山路　豊子様（山高９期） ・きつね　　・中国紀行詩「蜜柑色の鶴」　　・波立つ鏡
・猫の午睡　・箱の手の日常

松沢　　桃様（山高19期） ・青惑星　　・詩と思想　詩人集2008

西㟢　祐治様（山中46期） ・続	数学の秘かな愉しみ

梅野　淑子様 ・初期女性登山　信仰登山と学校登山の始まり

前川　英樹様（山高35期） ・生きものたちのシグナル

100周年記念事業の一環として、平成10年
に立ち上げた同窓会サイトは、10周年を迎え
ました。同窓会会員同士の交流の場として、
同期会開催の連絡、開催後の感想や会員の近
況（個人の活動を含む）などを交流する場と
して開設されました。その間、平成14年、
平成20年にリニューアルを行い、より親しみ
やすく、活用しやすいサイトになるよう努力
してきました。情報の更新
は何より、会員の皆さんの
ご協力なくしては、成り立
ちません。是非、皆さんか
らのご案内、活動を、同窓
会 事 務 局（e-mail:info
＠ yamako.org）までご連
絡をお顔いします。また、
昨年のリニューアルでは、
各支部の皆さんのご協力を
得て、各支部情報も掲載し
ております。このサイトを通じて、会員の皆
さんの情報を広く提供し、よりよい交流を
願っております。
また、現在、同窓会ホームページ上に協賛

企業の掲載を行っております。企業を経営（勤
務）していらっしゃったり、お店を開いてい
らっしゃる会員の皆様が、会社やお店のご紹
介、求人情報、同窓会員だけの特典などさま
ざまな情報を発信していただく場としてご活
用いただいております。まだ、ご活用いただ
いていない皆様には是非この機会にご検討く
ださい。年間掲載料は、２万円です。

詳細は、こちらをご覧く
ださい。
http://www.yamako.org/
kigyopage/boshu.html
ご存知の方も多いかと思
いますが、ホームページか
ら同窓会協力金・協賛企業
協力金のカード決済ができ
るようになっています。金
融機関に出かけなくても協
力金の支払いができます。

是非、今回の110周年の協力金の際にもご活
用ください。
こちらを参照ください。
http://www.yamako.org/card/index.html

ホームページは 10 周年を迎えました！
是非、一度ご覧下さい。http://www.yamako.org

ホームページは 10 周年を迎えました！
是非、一度ご覧下さい。http://www.yamako.org
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日　　時　　平成21年８月９日（日）ＡＭ10：00 受付
会　　場　　伊勢観光文化会館（近鉄宇治山田駅前）
記念講演　　10：30 〜 11：30
演　　　題　　「認知症をめぐって－レビー小体型

認知症を含めて－」
講　　　師　　小　阪　憲　司（山高 10 期生）
講演の要旨　物忘れや記憶障害が主たる「アルツハ

イマー病」や幻視や妄想などが先行す
ることが多い「レビー小体型認知症」
など認知症に関する講演。

総　　会　　11：35 〜 12：00
懇 親 会　　12：15 〜 15：00

「
お
も
い
で
け
し
き　

色
褪
せ
な
い
五
十
年

は
止
ま
っ
た
ま
ま
の
柱
時
計
」（
詩
集
・
青
惑
星
、

松
沢
桃　

山
高
19
期
）
の
「
ひ
い
な
い
ろ
」
の

一
節
で
す
。

小
春
日
和
の
一
日
、
山
中
45
期
十
数
名
の

方
々
が
山
高
に
移
管
し
た
山
中
の
校
門
を
見
学

に
見
え
ま
し
た
。
校
舎
を
背
し
て
立
つ
山
中
・

山
女
の
石
の
門
を
眺
め
感
慨
に
浸
る
様
子
を
拝

見
し
、
こ
の
伝
統
を
是
非
と
も
後
輩
に
伝
え
て

い
か
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
が
最
後
の
同
期
会
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

今
年
度
山
高
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記

念
事
業
と
し
て
、
山
中
、
山
女
の
校
門
の
石
柱
が
建
て
ら

れ
て
い
る
花
壇
の
ま
わ
り
を
整
備
し
、
山
中
、
山
女
の
校

門
を
後
世
に
残
し
、
そ
の
伝
統
を
後
輩
の
皆
さ
ん
に
よ
り

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
山
中
、
山
女
両
校
の
歴
史

を
明
記
し
た
解
説
文
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
相
互
の
友
好
と
母
校
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
と
し
て
、
皆
様
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
会
報
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

編 集 後 記

※平成21年度の招待期は山高10期・山高58期です。招待
期の方々には、今夏に招待ハガキを発送します。招
待期以外の皆さんも是非ご参加下さい。（なお、招待
期以外の方の懇親会費は3,000円となっております。）

講師：岩本　忠 氏

平成20年度同窓会総会＆平成21年度同窓会総会のお知らせ平成20年度同窓会総会＆平成21年度同窓会総会のお知らせ

平
成
20
年
８
月
10
日
（
日
）、

伊
勢
観
光
文
化
会
館
に
お
い
て

山
高
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
先
立
っ
て
恒

例
の
記
念
講
演
が
岩
本
忠
氏

（
山
高
９
期
）
を
講
師
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。「
わ
が
語
学

遍
歴
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
」
と

題
し
て
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

①
外
国
語
と
の
出
会
い
、
②

比
較
言
語
学
、
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

論
と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
語

り
口
で
、
時
間
の
経
つ
の
を
忘

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

総
会
で
は
池
田
六
太
郎
会
長

（
山
高
19
期
）
よ
り
の
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
小
川
修
次
氏

（
山
中
33
期
）
の
ご
冥
福
、
記

念
講
演
の
お
礼
、
１
１
０
周
年

記
念
事
業
の
お
願
い
の
挨
拶
が

あ
り
、
議
事
に
入
り
全
て
の
議

案
が
滞
る
事
無
く
承
認
さ
れ
、

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
し
て
懇
親
会
に
お
い
て
は

恒
例
の
プ
ラ
チ
ナ
合
唱
団
の
歌

に
続
き
、
参
加
者
最
高
齢
の
中

西
衛
三
氏
（
山
中
36
期
）
に
よ

る
乾
杯
の
御
発
声
で
懇
談
と
な

り
、
最
後
に
山
中
、
山
女
、
山

高
の
校
歌
を
歌
い
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

山
高
文
化
部
発
表
会
の
お
知
ら
せ

恒
例
の
第
９
回
文
化
部
発
表
会
（
第
44
回
音
楽
発

表
会
）
が
平
成
21
年
３
月
22
日
（
日
）
に
伊
勢
市
観

光
文
化
会
館
に
お
い
て
催
さ
れ
ま
す
。
合
唱
、
写
真

な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の
文
化
部
が
一
堂
に
会
し
て
の
発

表
会
で
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
是
非
と
も
ご
来
場

下
さ
い
。

展　

示　

開
場
12
：
00
～　

終
了
15
：
00

演
奏
会　

開
場
12
：
30
～　

開
演
13
：
00
～

参
加
ク
ラ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

合
唱
部
・
吹
奏
楽
部
・
放
送
部
・
写
真
部
・
美
術

部
・
書
道
部
・
茶
道
部
・
華
道
部
・
文
芸
部
・
漫
画

研
究
部
・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

平成21年度同窓会総会のお知らせ

講
師
略
歴

昭和33年　宇治山田高校卒業（山高10期）
昭和40年　金沢大学医学部卒業
現　　在　横浜市立大学医学部名誉教授

医療法人鵬友会
横浜ほうゆう病院院長

20年度
総会の様子




